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年間総 1364 店舗に上るが、前年度と比べると約 14％が減少したことになる。
一方、2005 年度に閉店となった店舗数はわずかであるが前年度より 2.8％減








　1989 年 5 月にソウルソンパグに位置する旧 88 ソウルオリンピック選手村
で、「コリアセブン（7-Eleven）」第 1 号店が開店した。コリアセブン社は米
国 The South Land 社と技術提携し「セブンイレブン」を始めて韓国に導入し
たのである。同年 7 月には「テイン流通」社がアメリカ Dairy Mart 社と技術
提携を結び、「ローソン」1 号店をクァンファムンにオープンした。その 3 ヶ
月後には、米国Circle-K社と技術提携を締結した「サークルＫコリア」社が「サー
クルＫ」1 号のウォンヒョ店を開いた。




翌月 Mini stop 社も韓国の「ミウォン」社と技術提携し、「ミニストップ」1
号モクトン店を開き、韓国市場に参入した。
　地元系としては、1990 年 12 月に韓国大手の LG 流通が「LG25」の 1 号店
をキョンヒ大学で開設した。
　1991 年になると、地元系の東洋マート社の「バイザウェイ」と米国系の
am/pm が加わり、韓国でコンビニエンス時代が幕を開けて僅か 3 年間で、外
資系を中心に大手８社がコンビニエンスストア市場に参入した。その結果、首
都圏を中心に 279 店舗が設けられたのである。








































　その結果、1996 年度、始めてコンビニエンスストア 2 社による経営黒字化
が実現した 3。また、各コンビニエンスストアの総売上高が、1 兆ウォン規模



























5 聞き取り調査、韓国便宜店協会（Korea association of convenience stores）、2006 年










を拡充したのが高度成長の要因である。2001 年から 2003 年度まで、店舗数、
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( 注 1)Lawson 社は 1999 年 12 月に 7-ELEVEN へ店舗を譲渡しており、ブランドを Dairy 
Mart 社へ返却している。







　本消費者調査は、2005 年 12 月に韓国の「ナサレット大学」と「延世大学」
の大学生を対象に設問の配布・回収により行われたものである。回収された




年齢 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 合計
件数 1 11 29 35 12 10 9 10 5 3 2 1 2 1 131




ンビニエンスストアを利用していると答えた人は 55 件あり、全体の 42％を
占めている。また、週 1 ～ 2 回程度と答えた回答者は全体の 36％に上る。月
3 ～ 4 回程度にコンビニエンスストアを利用する回答者は 24 件で全体の 18％
を占める。これに対して、月 1 ～ 2 回程度と答えた回答は全体のたった 5 件
で 4％に過ぎず、殆ど利用しないまたは一度も利用したことがないとの回答は
6 例えば、韓国のコンビニエンスストアの年齢別顧客構成比をみると約 4 割が 20 代
となっている（聞き取り調査、韓国便宜店協会（Korea association of convenience 









果を（図表 5）のグラフにまとめた。毎回の利用金額が 3000 ウォン 8 未満と
回答した割合が全体の 78％（102 件）を占めている。また 3000 ～ 5000 ウォ
ンと答えた回答者の割合が 23 名で、17％となっており、95％の回答者が 1 回
当たり平均 5000 ウォン未満の金額でコンビニエンスストアを利用していると
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11：00 － 16：00 時までと答えた回答者は 34 名で全体の 26％を占めている。
また 16：00 － 20：00 時の間に最も頻繁にコンビニエンスストアを利用する
消費者は 56 名に達しており、全体の 43％にのぼる。主な利用時間帯を 20：
00 － 24：00 時と答えた回答者は 28 名（21％）いた。深夜の 24：00 － 6：













果をまとめたのが、（図表 7）である。全回答者 132 名のうち「非常に増えた」
と答えた回答は 38 件であり、全体の 26％となっている。53 名（41%）が「や
や増えた」と答えている。次に、「変わっていない」との回答者は 31 名で、














全体の 25％を占めている。次に「職場や学校の近く」との回答は 68 件で、
52％にのぼる。「通勤・通学の途中」との回答は 19 件を数え、15％になっている。












　優先順位 1 位においては、「商品の購入」が 121 件で全体の 91％を占めてい
る。残りのサービスの利用は、それぞれ 4％以下になっている。
　優先順位 2 位においては、「ATM の利用」が 79 件となっており、全体の
66％を占めている。次に「宅配便の利用」との回答が 11％（13/121）になっ



















































9 日本の大学生を対象とした筆者の 2004 年の調査結果によると、日本でも「商品の購入」
がコンビニエンスストアの主な目的であったが、その程度は韓国より若干低いものと思
われる（優先順位 1 位のうち約 82％）。また、日本調査における優先順位 2 位の内訳を
みると、その他（29.5％）、コピー・FAX の利用（19％）、トイレー利用（14.4％）、商品
の購入 (10.9%)、ATM の利用 (9.6%) となっており、韓国よりコンビニエンスストアの利
用目的の幅が広いと思われる ( 李在鎬（2007）前掲論文、pp.116-118)。








　優先順位 2 位においては、飲み物類 (40/132)、お菓子類・デザート (26/132)、
おにぎり・パン・弁当 (25/132)、日用品・雑貨 (21/132) となっている。
　優先順位3位では、お菓子・デザート(31/132)、おにぎり・パン・弁当(23/132)、
日用品・雑貨 (19/132)、飲み物 (16/132)、文房具 (16/132) という順になって
いる。映画・音楽ソフト（DVD,CD）は優先順位 3 でごく一部見られている。
　全体的に、飲食に関する商品がメインであるが、韓国のコンビニエンススト
（図表 10）主に購入する商品の種類 (N1=132, N2=132, N3=13211)
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ATM・ローン・株 (106 件 ) であり、宅配便への取次ぎ業務 (96 件 )、テレフォ
ンカード及びハイウェーカード (89 件 ) がその後を次いでいる。その次に、公
共料金への収納代行 (65 件 )、切手・葉書・収入印紙（57 件）、PC/ ゲームソ
フト (50 件 )、フィルム及びデジタルプリントの取次ぎ業務 (47 件 ) も多く観
察された。それ以外にも、コピー及びファクス (37 件 )、通販代金の収納代行
（24 件）、ギフトの取り寄せ (14 件 )、年賀状・葉書の印刷 (13 件 )、レジャー・





































に利用されている 13「コピー及び FAX」の利用は 13 件に過ぎなかった。少数
回答項目としては、「フィルム及びデジタルプリントの取次ぎ業務」（11 件）、
「通販代金の収納代行（ネットも含む）」（7 件）、「PC・ゲームソフト（DVD・
CD 状態）」（7 件）、「スキーリフト・スノーボードの引換券」（5 件）、「ギフト
の取り寄せ」（5 件）、「年賀状・葉書の印刷」（5 件）、「保険料金及びクレジッ
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34 件と集計された。利用経験の最も多かった「ATM・ローン・株」は 28 件
に留まっている。その次に多かった回答として「公共料金の収納代行（電気・
ガス・水道・電話・公営放送）」（25 件）や「通販代金の収納代行（ネットも
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